
City Life Hokusetsu WEST  2018.1231 2018.12  City Life Hokusetsu WEST 302016.0  City Life Hokusetsu oooo 002016.0  City Life Hokusetsu oooo00

全国で注目される施策や課題は、地域で暮らす私たち
にどう影響するのか？身近に起きた出来事やトレンドなど、
幅広い分野のニュースを紹介していきます。ネットでもさ
まざまなニュースを紹介しています。

シティライフNEWS　で検索

中市は、豊島公園内にある
「豊島公園野球場（豊中ロー
ズ球場）」の改修基本計画を

発表した。同球場は1968年にオープンし、
96年にナイター設備や本格的な観客席
を備えた球場としてリニューアルしたが、
今年、夏の高校野球が100回目を迎えた
ことを契機に、「高校野球発祥の地」に
ふさわしい野球場として改修を決定。新
たに展示室を設け、高校野球にちなんだ
展示を行っていく予定だ。展示室は常設
で、公園の利用者も気軽に立ち寄ること
ができる。今回の改修では、観客席を現
在の1,182席から約3倍の3,324席に増や
すほか、バックスクリーンとスコアボードを

一体型とし、フルカラーLEDに変更。新た
に防災倉庫も設置する。着工は2022年度
の予定。同球場は、高校野球の予選やプ
ロ野球の2軍戦などで利用されているほ
か、市民の一般利用も可能。市の担当者
は、「球場の利用や高校野球、プロ野球の
観戦を通じて、高校野球発祥の地である
ことをアピールしていきたい」と話す。

豊

少年による大麻事犯が急増  ～正しい知識と断る勇気で身を守ろう～

【 大麻取締法での罰則 】（例）所持・譲渡・譲受　5年以下の懲役
　　輸入・輸出・栽培　7年以下の懲役

【 少年に関する相談窓口 】最寄りの警察署（24時間対応）　または
少年総合相談（グリーンライン）TEL.06-6944-7867

（平日 9時～17時45分）

協力：大阪府警察

　近年、大阪では大麻の乱用で検挙された少年が増加傾向にある。平成25年中にお
ける少年の検挙人員は8人、平成29年中は39人だったが、平成30年10月末時点（暫
定値）では79人と年を追うごとに急増しており、過去最多に。深刻な状況となっている。
　大麻の所持・譲渡・譲受などの行為は、大麻取締法で規制されており、罰則の対象
となる。

　大麻の乱用は、脳の知的機能や記憶の形成を司る部位に悪影響を及ぼすなど
様 な々不具合を引き起こす。発達段階にある青少年期に構築される脳・神経系の正常
な発達及び成熟に障害を起こす可能性が高いといわれている。

ローズ球場改修
常設の展示室も新設

大阪府警察から少年たちへ～自分を守るために～
大麻等違法薬物から自分を守るために「3つの勇気」を持とう
1. 「近づかない勇気」薬物など噂のある人物、グループ、場所に

近づかない。
2. 「キッパリと断る勇気」大麻などの違法薬物に誘われたとしても、

キッパリと断る。
3. 「相談する勇気」もし誘われたり、困ったことがあれば、警察署を

はじめ相談窓口に相談を。

田市は、同市の小学生が「チ
キンラーメン」を使って考案し
た商品「池チキコロコロ」の販

売を10月20日から開始した。チキンラーメ
ンの衣をまとったじゃがいものコロッケで、
8月に開催された「こども池－1グランプリ」
で10品のなかから1位に選ばれた。この
イベントは、世界初のインスタントラーメン
「チキンラーメン」の誕生60周年を記念し
て開催されたもので、当日は市内飲食店
監修のもと、子どもたちが発案した商品
を子どもたちが販売した。「池チキコロコ
ロ」の発案に携わった馬渕留菜さん（小
学6年生・12歳）は、「どんな料理にする
か、12人のメンバーで案を出し合って

決めました。チキンラーメンの衣は濃い味
つけで、中のあっさりした具と合っていて
とても美味しいです。1位になれるとは思
っていなかったので本当に驚きました」と
喜びを語った。
　同商品は、6月のリニューアルで飲食スペ
ースが新設された阪急池田駅前の観光案
内所で販売されている。市の担当者は、

「市内外の多くの方に食べていただいて、
池田市がインスタントラーメン発祥の地であ
ることを知ってもらえれば」と話す。

池

小学生考案のコロッケ
「池チキコロコロ」販売開始

面市は、病気中の子どもを預
かる病児保育を9月3日から開
始した。従来の病後児保育に

加え、保護者からの要望などを受けて検
討が進められたもので、今回、病児・病後
児保育室が整備されたのは市立萱野保
育所内。利用対象となるのは、認可保育
所などに在籍している満1歳以上の未就
学児。BCG、MRの予防接種を受けてい
て、入院の必要のない病状であることも

条件としている。市の担当者は「安心し
て仕事に行ってもらえることが大事。保護
者にとって、この保育室が大きな安心材
料になってほしい」と期待を寄せている。

箕
箕面市 病児保育を開始

田市は11月1日、JR吹田駅前の
「吹田さんくす3番館」の2階に
「吹田市パスポートセンター」を

開設した。パスポートの申請受付や交付な
どを行うほか、本籍が同市にある市民に関
しては申請に必要な戸籍謄・抄本も発行す
る。市内のパスポート新規発給者は年間約
1万6千人。近年の新規発給者の増加に伴
いセンターの開設を決めた。市の担当者は、

「大阪府パスポートセンターに行かなくても、
市内で申請ができるようになった。多くの市
民の方にご利用いただきたい」と話す。

吹
吹田市 パスポートセンター開設

リニューアル前（写真
左）と後のイメージ図

（同上）。

5つの個室が
設置され、その
うち2つは入室
児童の病状等
に応じて大部
屋にも変更で
きる仕様にな
っている。

中市は11月9日、同市出身の
B’z松本孝弘さんから市文化
芸術振興基金に寄付を受け

たと発表した。この寄付金にはB’z30周
年の記念展示会で行われたオークション
の全落札金額が充てられている。「音楽
を志す学生を応援したい、自分に続くミュ
ージシャンの育成に繋がれば」という松
本さんの意向を踏まえ、今年の全国高等
学校総合文化祭で最優秀賞を受賞した
府立桜塚高校など、軽音楽部のある市
内７つの高校の楽器や設備の購入に贈
呈する予定だ。市の政策企画部の担当
者は「昨年の成人式でもメッセージをい
ただくなど、世界的ギタリストとなられた

今でも地元豊中市を気にかけてくれて
いることに感謝です。“音楽のあふれる
まち・とよなか”を学生と共に推進してい
きたい」と話した。

豊

豊中市に
B’zの松本孝弘さんから寄付

松本孝弘さんは
豊中市生まれ。
B’zのプロデュ
ース、ギター、全
作 曲を担 当 。
2011年、日本
人で初めてグラ
ミー賞のポップ
ス部門を受賞。  

創業当時、
奥様と。

福井県小浜市とと
もに、鯖の養殖事
業「鯖、復活プロジ
ェクト」を進める。

田市が来年、市制施行80周
年を迎えることを記念して、制
作費1,000万円のPR動画を

11月6日からYouTubeで公開した。「ひよ
こちゃんvsウォンバット」のタイトルで、イン
スタントラーメン発祥の地である同市の
観光大使、日清食品のひよこちゃんと、日
本で飼育されている7匹のうち5匹が同
市の五月山動物園にいるウォンバットが、
共に巨大化し対決するという異色作。往
年の特撮怪獣映画風のビジュアルはイラ
ストレーターの金子大輝氏に依頼。随所
に自虐ネタを交えつつ、同市の観光名所
を次 と々破壊しながらストーリーを展開す
る内容だ。動画は前後編あわせて8分ほ

どで、公開１週間の時点で再生数が5万
回を超えた。市の担当者は、「それぞれ
集客力のあるカップヌードルミュージアム
大阪池田と五月山動物園を中心に、あわ
せて市内を回遊してもらえる提案がした
かった。現在、池田市は朝ドラの舞台で
注目されており、予想以上の反響をいた
だいている。動画だけで終わらずに、実
際に池田市を訪れてもらいたい」と話す。

池

ひよこちゃん vs ウォンバット
池田市のPR動画に話題沸騰

動画には倉田市長
も「ウルトラ市長」と
して登場する。

　並外れた行動力で
　海外でビジネスを経験

長の右田孝宣さんは、今や飲
食業界では有名人だ。しかし
青年時代は、自身曰く「どうしよ

うもない悪ガキだった」という。「遊んでばか
りいたら、高校1年生で留年。ショックで部
屋に閉じこもっていたところに、母親から声
をかけられました。将来、高校を卒業した
弟と比べられた時に後悔すると思う。だか
らちゃんと考えて、と。その光景が想像でき
たので、高校は卒業すると決めました」。
　卒業後は、スーパーの鮮魚売り場に勤
務した。ある時、配達で訪れた割烹料理店
でカレイの煮付けを食べて美味しさに衝撃
を受け、それから魚への見方が変わったと
いう。4年が経った頃、国をまたいで活躍す
る商社に憧れ、オーストラリアへワーキング
ホリデーを利用して行った。3カ月かけてオ
ーストラリアを1周し、英語がなんとか分か
るようになってきた頃、現地の回転寿司の
求人募集の張り紙を見て、飛び込みで働
き始めた。しかしそこではただ、切り身をシ
ャリにのせるだけの作業だった。「こんなこ
とをするために来たのか？と思っていた時、
シドニーのフランチャイザーの社長が来店
したんです。日本で魚を捌いていた経験を
売り込んだところ、気に入られて本部で勤
務することになり、ここから人生が好転しま

豊中から
はじまった「鯖や」の快進撃

社

鯖寿司や鯖惣菜の製造・販売などを手がける豊中市の「鯖や」が快進撃を続けている。

2007年に豊中市で創業し、鯖寿司直販店をオープン。2014年にはとろさば料理専門店「SABAR」をオープンし、

現在はシンガポールも含む19店舗を展開している。急成長を遂げた鯖やの軌跡を追った。

▲右田孝宣社長（左）と双子の弟で副社長の孝哲氏。

した」。ビジネスセンス抜群の社長のそば
で、物件調査、交渉、商品開発、養殖場運
営などを2年ほど学び、めきめきと頭角を表
した。26歳の時にはメルボルン支店の社長
のオファーもあった。しかし、日本で活躍し
たいと考え、帰国した。

　妻の言葉に後押しされ
　鯖一本に勝負をかけた

ころが、帰国後は営業職に就
いても成績はふるわず、貯金も
底を尽きた。「月収はたった3万

5千円。そこに2人目の子どもができてしま
ったんです。ただ、妻が文句ひとつ言わな
いことが、余計に申し訳なかった。そこで
原点回帰し、水産の技術と知識を生かし
て居酒屋を始めました」。開業資金は妻
から借り、妻と2人での再出発だった。「特
に鯖寿司が好評で、妻から『あんたが作
る料理で美味しいのは鯖だけ。鯖一本で
やってみたら』と背中を押されました。それ
で、鯖寿司の店頭販売を始めたんです」。
美味しい鯖を求め、大ぶりの脂がのった八

戸前沖とろサバにたどり着いた。製法も改
良を重ねたところ、鯖の寿司は大当たり。
百貨店にも販売を展開した。どうせやるな
ら楽しくやろう！と、鯖をモチーフにした「サ
バイク」で配達するなど、ユニークなアイデ
アでローカル新聞にも取り上げられた。

　鯖市場から
　漁業への貢献も

の後も資金繰りには苦労した
が、クラウドファンディングを利
用して3,500万円もの開業資

金を集め、念願の「SABAR」をオープン。
店舗数もどんどん増え、2021年までに目
指す店舗数は、サバにちなんで83（逆サ
バ）店舗だ。
　大手企業や行政とも協業し、鯖に特化
したブランディング戦略を次 と々打ち出して
いる。昨年7月には、「クラウド漁業」という
ベンチャーを新たに立ち上げ、鯖の養殖や
未利用魚の再生事業なども手がけるよう

になった。現在は福井県小浜市とタッグを
組み、漁獲量の落ち込みを解消すべく「鯖、
復活プロジェクト」を進めている。「鯖のマ
ーケットを開拓して、鯖を食べる環境を創
造することがミッション。若者に漁業に興味
を持ってもらい、漁業の後継者不足の解
消にも貢献したいです」。豊中が生んだ

「鯖や」の右肩上がりはまだまだ続く。

申請受付は平日9時～16時半、交付は平日9時～17時半と土
曜日の9時～正午まで。問い合わせは06-6170-1456（吹田
市パスポートセンター ）。

販売価格は1個150円（税込）。
問い合わせは、観 光 案 内 所

（072-737-7290）まで。

なやむな

奥様がデザイ
ンした、鯖をモ
チーフにした

「サバイク」。

脂の乗った青森
県八戸前沖のと
ろさば。

今年5月にオープ
ンした「SABAR」
中津店。

と

そ


